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新国立競技場（東京都新宿区）の工
費は、なぜ、2520億円に膨らんだ、のか。

早めの軌道修正は不可能だ、ったのか。

計画に携わった当事者らの無責任と不

作為の連鎖を立案、発注、政治判断と

いう三つの角度から振り返った。 （森

本智之、沢田敦、我那覇圭、。面参照）

陳
情
合
戦

二
O
一
二
年
三
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た
有識
者
会
議
は
、
新
国

立
競
技
場
を
ど
ん
な
ス
タ
ジ
ア

ム
に
す
る
か、
計
画
作り
を
一

か
ら
担
って
い
た
。

メ
ン
バ
ー

に
は
利
害
関
係
者
が
ず
ら
り
。

議
事
録
な
ど
に
よ
る
と
、
そ
の

議
論
は
さ
な
が
ら
陳
情
合
戦
の

厚罰実斤Jさ宗主ご

新
国
立
競
技
場
の
建
設
予
定
地

H

口
目
、
東京

都
新
宿
区
で
、
本
社
へ
リ
「
あ
さ
づ
る
」
か
ら

加
算
で
巨
大
化

有
識
者
会
議
な
ど

止
め
ど
な
い
要
望
を
ど
う
形

に
す
る
か。
有
識
者
会
議
の
下

部
に
設
け
ら
れ
た
建
築
家
ら
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は

「
全部
単
純
に
加
算
す
る
と
規

模
的
に
不
可
能
に
な
る
」
と
い

う
困
惑
す
ら
上
が
っ
た
。

し
か
し
、
要
望
は
ほ
ぼ
全
て

組
み
込
ま
れ
た。
そ
の
数
、
百

二
十
八
項
目。
議
論
開
始
か
ら

四
カ
月
後
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
の

様
相
だ
っ
た。

「
開
閉
式
屋根
は
マ
ス
ト
」

「八
万
人
規
模
が
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
」
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー

機
能
も
充
実
を
」・：。

「日
本

を
再
生
す
る
起爆
剤
」
「ブ
ロ

ー
ド
ウ
ェ
l

を
超
え
る
地
域
開

発
」
な
ど
の
発
言
も
出
た
。

三
倍
と
い
う
延
べ床
面
積
二
十

九
万
平
方M
の
超
巨
大
ス
タ
ジ

ア
ム
の
概
要
が
決
まっ
た
。

「
多目
的
は
無目
的。
今
考

え
れ
ば
そ
う
い
う
こと
か
も
し

れ
な
い
」。
文
部
科学
省
幹
部

は
振
り
返
る。
施
設
規模
は
後

に
二
十
二
万平
方M
に
縮
小
さ

れ
た
が
、
五
輪史
上
最
大
規
模

に
変
わ
りは
な
い
。

建
築
家
の

横
文
彦
氏
は
「
こ
の
規
模
の
大

き
さ
こ
そ
問
題
の
根
源」と
指

摘
す
る
。

続
く
デ
ザ
イ
ン
コ
ンペは
応

募
期
間
二
カ
月
、審
査
に二
カ

国立競技場の将来構想を議論するため、日本スポー
ツ振興センターが2012年3月に設置した。 現在のメン
バーは次の通り。 （いずれも敬称略、 ※＝委員長）
安西祐一郎 （日本学術振興会理事長）
安藤忠雄（建築家）
小倉純二（日本サッカー協会名誉会長）
佐藤禎一 （元文部次官）※
鈴木秀典（日本アンチ ・ ドーピング機構会長）
竹田恒和 （日本オリンピック委員会会長）
張富士夫（日本体育協会長）
都倉俊一 （作曲家、日本音楽著作権協会長）
鳥原光憲（日本障害者スポーツ協会長）
馳浩（スポーツ議連事務局長）
舛添要一（東京都知事）
森喜閉 （大会組織委員会会長）
横川浩 （日本陸上競技連盟会長）
笠浩史 （大会推進議連幹事長代理）

間 新国立競技場のデザイン選考のため、日本スポーツ
極 振興センターが設置した。 2012年10～11月に審査し、
字 応募46作から英国在住の建築家ザハ ・ ハディ ド氏の作
ザ 品を選んだ。 メンパーは次の通り。
イ 安藤忠雄 （建築家） ※
ン 鈴木博之 （故人、建築家、青山学院大教授＝当時）
コ 岸井隆幸 （建築家、日本大教授）
ン ． 内藤贋 （建築家、元東大副学長）
ぺ l 安岡正人 （建築家、東大名誉教授）
審 E 小倉純二 （日本サッカー協会名誉会長）
婁 都倉俊一 （作曲家、日本音楽著作権協会長）
重 河野一郎 （日本スポーツ振興センター理事長）
会 リチヤード・ロジャース（英国人建築家）

ノーマン・フォスター （英国人建築家）

国
立
競
技
場
将
来
構
想
有
識
者
会
議

月
し
か
余裕
が
な
か
っ
た
。

審

査
委
員
長
の
安
藤忠
雄
氏
が
自

身
の
っ
て
を
頼り
に
直
接
メ
ー

ル
で
応募
を
呼び
掛
け
る
ほ
ど

の
ド
タ
パ
タ
だ
った
。

当
選
し
た
英国
在
住
の
建
築

家
ザ
ハ
・

ハ
デ
ィ
ド氏
の
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
「
（巨
大
ア
ー

チ
構造
は
）
か
な
り
コ
ス
ト
が

か
か
る
懸
念
は
あ
る」
と
指
摘

す
る
委
員
も
い
た
が、
安
一藤
氏

自
身
、今
月
の
会見
で
一
徹底

し
た
コ
ス
ト
の
議
論
には
な
っ

て
い
な
かっ
た
」
と
認め
た
通

り
、
デ
ザイ
ン
の
新
新
さ
まか

り
が
注
目
さ
れ
た。

実
は
当
時、
応
募
作
品
が
本

当
に
建
設
で
き
る
かど
う
か
、

項
目
ご
と
に
技
術
調査
が
実施

さ
れ
た。
ザ
ハ
氏案
は
「全
体

的
に
想
定価
格
に納
ま
っ
て
い

る
か
」
の
項
目
で
「O
」
が
付

く
な
ど、
コ
ス
ト

に
つ
い
て
問

題
な
し
と
判
断
さ
れ
た
。

担
当
した
の
は
J
S
C

の
技

術
ア
ド
バ
イ
ザー
を
務
め
る
和

田
章
・

日
本
建
築
学
会
元
会

長
。

後
に
自
民
党
内
の
会
合

で
、
建
設費
に
つ
い
て
「
（国

民
一人
当
た
り
に
換
算
す
れ

ば
）
一杯
飲
み
に行
く
く
らい

の
費
用
。

ち
ま
ち
ま
け
ち
る
こ

と
は
な
い
」
と
豪
語
し
て
い

る
。

首

本目

日本スポーツ振興センター（JSC）は
国際公募でイラク出身の

2012年 女性建築家、ザハ－ハディド氏の
11月15日 目事務所のデザインを選んだ。

2本のアーチ構造が特徴で、
工費を1300億円と見積もる

13年 20年夏季五輪パラリンピックの
9月 7日 開催都市が東京に訳定

見
直
し
提
言
に
鈍
い
反
応

政
府
の
五
輪
推
進
本
部
長を

一
ッ
ク
委
員会
（
I
O
C

）
総
会

務
め
る
安
倍
晋三
首相
。

二
O

一で
招
致演
説
を
行う
な
ど
、
東

一
三年
九
月
の
国
際
オ
リ
ン
ピ二
尽
開
催
決
定ま
で
は
前
面
に
出

10月23日~~~鵬首官謀議罪的る
JSCの有識者会議が延べ床面積を

手書 約25%縮小し、工費を1852億円
11月26日 （解体費67億円を含む）に抑える

修正案をまとめる

ー司 JSCの有識者会議が、建物の
14年 高さを5~n;低くして約70~n;と

5月28日 する基本設計を了承。工費の
見通しは1625億円に

下村文科相が開閉式の屋根設置を15年
大会後に先延ばしすることを表明。5月18日 1

ー東京都に500億円の負担を要請

下村文科相がアーチ構造を維持し、6月29日 i
工費は2520億円に芯ると表明

7月 7日 . JSC有識者会議が実施設計を了承

咽安倍晋三首相が建設計画について .. 
7月17日イ白紙に戻し、ゼロベスで見直すjと表明 ・2

当
事
者
意
識
危
機
感
薄
く

文
科
省
と
J
S
C

新
国
立
競
技
場
の事
業
主

一を
公
表
し
た
際
の
予
算
は
千
六

体
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ一百
二
十
五億
円
だ
っ
た。
し
か

1
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

（J
S

一し
同
年
十月
には
、
健氏
ら
建

C

）
が
昨
年
五
月
、
基
本
設
計

一築
家
グ
ル
ー
プ
が
工
費
が
二
千 五

百
億
円
に
達
す
る
と
の
試
算

を
ま
と
め
た。

所
管
す
る
文
科省
の
動き
は

鈍
か
っ
た。
今
年
二
月
上旬
に

は
、
ゼ
ネ
コ
ン
側
か
ら「工
費

が
三
千
億
円
超
、完
成
も
一
九

年
九
月
の
ラ
グ
ビ
ー
－ワl
ル

ド
カ
ッ
プ
（W
杯
）
に
間
に合

わ
な
い
」
と
提
示さ
れ
た
が
、

J
S
C

に
調
整
を
指
示
し
た
だ

け
。

そ
の
後
も
ゼ
ネ
コ
ン
側
と

の
交
渉
をJ
S
C

に
任
せ
き
り

に
し
た。
下
村
博
文
文
科
相
に

調
整
不
調
を
報告
し
た
の
は
四

月
だ
っ
た。

巨
額
に
膨
ら
ん
だ
工費
へ
の

危
機
感
が省
内
に
薄
か
っ
た
。

あ
る
同
省
幹
部は
「
W
杯
に
間

に
合
わ
せ
る
こ
と
が優
先
だ
っ

た
」
と
明
か
す
。

五
月
に
入

り

、
開
閉
式
屋
根
の設
置
先
送

り
な
ど
を
決
め
た
が
、
あ
く
ま

で
工
期
短
縮
策
で
、
コ
ス
ト
削

減
策
で
は
な
か
っ
た
。
「
も
う

少
し
早
く
手
を
打
てば
：
・
」
。

幹
部
は
悔
い
た。

文
科
省
か
らご
任
」
さ
れ

た
J

S
C

も
、
そ
も
そ
も
選手

強
化
や
ス
ポ
ー
ツ
振興
くじ
I

o
t
o

を
担
当
し
、
巨
大
施設

建
設
を
担っ
た
こ
と
は
な
い。

今
月
七
日
の会
見
で
河
野

一郎

理
事
長
が
発
し
た
の
は
「
（ザ

ハ
氏
の）
デ
ザ
イ
ン
を
前
提
に

工
事
を
進
め
るこ
と
が
、わ
れ

わ
れ
の
ミッ
シ
ョ
ン
」
「
国
際

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
は
、
国

が
造
る
も
の
だ
と（考
え
て
い

る
）
」
。
当
事者
意
識
の
薄
さ

を
象
徴
す
る言
葉
だ
っ
た。

た
が
、
そ
の
後
の
建
設計
画
は

文
科
省
に
任
せ
て
いた
。

し
か
し、
政
府
関
係
者
に
よ

る
と
、

首
相
の
盟友
で
あ
る麻

生
太
郎
財
務
相
は
、複
合
的
な

機
能
を
持
つ
施
設
と
し
て計画

が
進
ん
で
い
く
様
子を
見
て

「建
設
費
が
高
く
な
る
ぞ
」

「国
民
負
担
が
大
幅
に増
え
か

ね
な
い
」
と
再
三
、

首
相
に
警

告
し
て
い
た
と
いう
。

宮
邸
サ
イ
ド
が
こう
し
た
声

に
反
応
し、
主
体
的
に工
費
抑

制
に
動
い
た
と
は言
い
難
い
。

首
相
が
下
村
氏
に対
し、
計
画

を
見
直
せ
な
い
か
検討
を
指
示

し
た
の
は
、
今
月
十
七日
に
ゼ

ロ
ベl
ス
で
の
見
直
し
を表
明

す
る
一
カ月
ほ
ど
前。
遠
藤
利

明
五
輪
相
が
就
任
し
た六月
二

十
五
日
深
夜
に
は
、麻
生
氏
が

都
内
に
あ
る
首
相
の
私
邸
を
訪

ね
、
約

一時
間
半
に
わ
たっ
て

会
談
し
た
。

首
相
の
公
務
終
了
後、
閣
僚

が
私邸
を
訪
ね
る
の
は異
例
だ

が
、
こ
の
段
階
でも
首
相
は
見

直
し
を
完
全
に
決
断
し
て
い
な

か
っ
た
。

政
府
高
官
は
「
五
輪
が
決ま

っ
て
か
ら
、
横
先
生
など
か
ら

い
ろ
い
ろ

（見
直
し
提
言
が
）

あ
っ
た
の
に
、
わ
が
政
権
は
手

を
つ
け
て
こ
な
か
っ
た
」
と
認

め
る
。


